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【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
年度末頃に多く出荷する魚種があり、事業の対象とすることができないこと。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

農産物・林産品と合わせて水産物の海上輸送費の支援は、好評である。今後も継続していただき

たい。

2021年度方向性 島外の出荷量が増加しており、できるだけ多くの出荷物を事業の対象となるように工夫する。

事業の意図 漁業者の島外輸出への輸送経費を補助することにより、流通販路の拡大や漁業者の所得向上を図る。

事業の実績

と

成果

取組内容
種子島漁業協同組合を通じて島外へ共同出荷される鮮魚・活魚及び輸送用容器の移入に係

る海上輸送費に対して助成を実施。

成　果

漁業者の島外出荷の際の運輸負担を軽減させることができた。

新型コロナウイルスの影響により、年度当初は出荷量が少なかったが、夏ごろから活魚の

コンテナ送り数も向上し、前年度並みまでとなった。

事業名 農水産物輸送コスト支援事業（水産） 総事業費 2,393 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 水産業の振興

基本事業名 流通加工販売体制の整備


